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履 歴
明治26年8月10日栃木県下都賀郡皆川村に生ろ
明治39年4月栃木県立栃木中学校に入学
明治44年3月栃木県立栃木中学校を卒業
大正元年9月第二高等学校一部丙類に入学
大正4年6月第二高等学校を卒業
大正4年9月東京帝国大学文科大学独逸文学科に入学
大正8年7月東京帝国大学文科大学独逸文学科を卒業
大正8年9月東京帝国大学大学院に入学
大正9年3月東京帝国大学大学院を退学
大正9年4月慶応義塾大学予科教授に就任
大正12年4月より同14年3月までドイツ留学
大正14年3月帰朝
昭和2年3月慶応義塾大学を退職
昭和2年4月高知高等学校教授に就任
昭和6年4月浪速高等学校教授に就任
昭和7年4月第六高等学校教授に就任
昭和10年4月浪速高等学校教授に就任
昭和25年4月大阪大学教授（教養部）に就任
昭和32年3月大阪大学教授を定年により退官（63才）
昭和32年4月大阪大学名誉教授の称号を授かる
昭和32年4月関西大学教授（文学部）に就任
昭和39年3月関西大学教授を定年により退官（70才）
昭和39年4月帝塚山大学教授（教養学部）に就任，現現在にいたる
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学術論文目録
1．ヘルダーリン作『ヒュペーリオン』研究大正14年7月-11月『講座』
（東京・大村書房）
2． フリードリッヒ・ヘルダーリン論大正15年3月『講座』（東京・大村
書房）
3． ノヴァーリスの『夜の讃歌』大正15年5月『独逸文学』第一輯（東京・
郁文堂）
4． ウンガーの文学研究の精神昭和5年12月『独逸文学研究』第五輯（東
京・第一書房）
5． 18世紀批評文学昭和6年6月『世界文学講座』第7巻（東京・新潮
社）
6． ノヴァーリスの宗教観昭和28年3月『研究集録』第1輯（大阪大学
南・北校）
7．浪漫的文芸観昭和30年及び31年『研究集録』第3，第4輯（大阪大
・学南・北校）
8． ドイツ浪漫主義における恋愛観昭和32年3月『研究集録』第5輯
（大阪大学南・北校）
9． シラーとヘルダーリン昭和34年7月『文学論集』第九巻第四号（関
西大学）
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